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小学校４年生以下の部
順位 氏　　名 得点 地区名

１ 岡信　葵衣 1,310 吉備
２ 木村　吉治 1,200 吉備
３ 伊藤　崇志 1,170 吉備
４ 関根明希果 1,150 吉備
５ 岩野　匠真 1,080 美咲
６ 廻　　由衣 1,060 吉備
７ 岡田　紋芽 1,000 吉備
８ 廣野　翔也 950 吉備
９ 三宅　花怜 920 岡山
10 尾﨑　鴻儒 880 岡山
11 河内　結香 860 吉備
12 藤井　文斗 850 吉備
13 杉本　彩幸 840 美咲
14 名座　秀勝 830 岡山
14 稲葉凜太郎 830 賀陽

小学校の部
順位 氏　　名 得点 地区名

１ 平田　翔真 1,750 吉備
２ 藤原　陽葵 1,350 賀陽
３ 岩野　侑輝 1,260 美咲
４ 平島　遼成 1,230 美咲
５ 和田　唯海 1,200 吉備
６ 伊達　美宏 1,180 備南
７ 岡崎　桃子 1,090 備南
７ 伊藤　颯真 1,090 岡山
９ 宿野　侑愛 1,060 吉備
10 三宅　立晃 1,040 備南
10 佐田龍之介 1,040 高梁
12 森藤　未稀 1,020 岡山
12 山本　麻央 1,020 津山
12 大﨑　美優 1,020 美咲
15 山﨑　　優 1,000 岡山
15 西川　夏鈴 1,000 高梁

中学校の部

高校・一般の部

順位 氏　　名 得点 地区名

１ 藤井　宏夢 1,310 吉備
２ 平口　敦詞 1,210 吉備
３ 阿部　　恵 1,170 吉備
４ 伊藤　嵩志 1,160 吉備
５ 三宅　那実 1,140 高梁
６ 安信　康心 1,020 吉備
７ 難波釉希叶 960 備南
８ 河内　琳香 920 吉備
９ 田中　愛結 890 岡山
10 磯山　光希 880 備南

順位 氏　　名 得点 地区名

１ 廣石　佳穂 1,570 吉備
２ 尾島　圭祐 1,220 吉備
３ 伊藤　聡志 1,160 備南
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子

新
春
を
迎
え
て

　

会
員
の
諸
先
生
方
、
ご
壮
健
に

て
新
年
を
お
迎
え
で
し
ょ
う
か
？

昨
年
を
振
り
返
る
と
自
然
災
害
の

多
発
で
決
し
て
お
め
で
と
う
と
申

し
上
げ
る
こ
と
は
、で
き
ま
せ
ん
。

四
月
に
は
「
島
根
県
西
部
地
震
」

六
月
に
は
「
大
阪
府
北
部
地
震
」

七
月
に
は
「
西
日
本
豪
雨
災
害
」

に
よ
り
、
岡
山
県
で
も
多
く
の

方
々
が
被
害
を
受
け
大
変
で
し

た
。

　

九
月
に
は
「
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
」
で
も
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
、
又
、
台
風
に
よ
り
紀
伊
半

島
、徳
島
地
方
も
…
恐
怖
の
連
続
。

　

生
徒
達
の
安
全
を
第
一
に
考
え

る
時
、
用
心
し
て
い
て
も
避
け
ら

れ
な
い
場
合
も
あ
る
け
れ
ど
も

「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」
で
、
災
害
に

対
す
る
心
構
え
や
意
識
を
高
め
、

心
の
準
備
を
し
予
防
す
る
為
の
行

動
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

今
年
こ
そ
穏
や
か
な
年
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
願
い
た
い
も
の
で
あ

る
。

　

又
珠
算
会
館
も
三
十
五
年
経
過

総
会
で
も
報
告
致
し
ま
し
た
が
、

三
階
の
大
会
議
室
の
天
井
の
雨
漏

り
の
た
め
、
屋
上
の
防
水
シ
ー
ト

の
工
事
、
エ
ア
コ
ン
不
調
で
四
台

新
し
く
設
置
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
会
員
の
先
生
方
の
ご

協
力
の
賜
物
で
す
。
心
よ
り
感
謝

し
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
忖
度
（
他
人
の
気
持
ち

を
お
し
は
か
る
こ
と
）
が
流
行
語

の
一
つ
に
も
な
り
ま
し
た
。
た
っ

た
一
言
の
言
葉
が
、
た
っ
た
一
つ

の
思
い
が
社
会
も
珠
算
会
も
明
る

く
し
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
‼

小学校名 児童数
佐 良 山 45
財 田 96
馬 屋 下 19
月 田 13
思 誠 46

南 31
箕 島 45
落合（真庭） 30
操 南 110
江 西 88
曽 根 45
福 田 144
弥 生 74
成 名 34
芳 明 88
西（ 岡 山 ） 176
御 津 南 30
新 野 21
横 井 147
鏡 野 町立南 51
国 府 48
一 宮 87
平 井 128

小学校名 児童数
幡 多 153
上 齋 原 2
西（ 津 山 ） 35
旭 竜 29
御 野 93
佐 伯 15
灘 崎 46
牛 窓 西 14
大 野 83
江 見 19
中 山 79
高 倉 33
勝 央 北 34
加 茂 36
有 漢 西 9
第 一 藤 田 46
豊 田 26
邑 久 117
茶 屋 町 203
陵 南 148
高 島 161
牛 窓 北 17
旭 東 10

小学校名 児童数
津 島 134
石 相 16
井 原 32
吉 備 189
勝 山 37
政 田 34
奥 津 19
美 作 北 53
大 元 159
中 央 146
高 田 19
桜 が 丘 56
柵 原 東 11
今 城 40
太 伯 24
鹿 田 162
古 都 33
川 東 16
南 輝 84
豊 野 14
新 見 南 27

北 35

学校数 68校　　児童数 4,344人

平成30年度ボランティア派遣小学校
全珠連岡山県支部派遣分＜11月15日㈭締切＞

ボランティア授業が始まりました
平成30年度 

　全珠連岡山県支部の受付小学校は左記の通りです。
　今年もたくさんの小学校から、要請がありました。そろば
んのPRにとっては、大変喜ばしいことだと思いますが、毎年、
特定の先生方には、大きな負担ばかりかけていると思います。
何かいい案が見つかればいいと考えておりますが、何も見つ
からず困っているのが現状です。もし、地区の会員の先生方
が一致団結して、ボランティア授業に協力していただけたら、
大きな負担にな
らないのではな
いでしょうか。
その他にも良い
案があれば教え
てください。�

研修学対部長
� 西本　多美子

　そろばんボランティア授業の感想を岡山市立平井小学校の３年生の先生
からいただきました。会員の先生方の負担を考えると考慮すべき点は多々
ありますが、下記の感想のように喜んでくれている学校側のお気持ちも受
けとめながら、改善策をみなさんと共にさがしていけたらいいですね。

　

去
る
平
成
三
十
年
十
月

二
十
一
日
（
日
）、
全
国
で

一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
。

全
日
本
通
信

平
成
三
十
年
度

珠
算

�

競
技
大
会

珠
算

�

競
技
大
会

全
国
表
彰

小
学
校
の
部
（
個
人
）

　

89
位　

平
田　

翔
真

　
　
　
　

�

岡
山
市
立
御
南

小
学
校

一
般
の
部
（
個
人
）

　

50
位　

廣
石　

佳
穂

　
　
　
　

関
西
学
院
大
学

中
学
校
の
部

　

54
位　

�

岡
山
市
立
福
田

中
学
校

「そろばん教室」の様子について
� 岡山市立平井小学校　
　今日の授業を３年生の子どもたちはとても楽しみにしていました。そろばん
を習っている児童は多くなかったのですが、たくさんの児童がおうちにあるそ
ろばんを持ってくるなど、始まる前から児童たちの期待の高さがうかがえました。
　実際の授業では、まず先生がテンポよく説明され、実際にそろばんを動かし
ているようにみんなで指を動かしてから練習問題に移るという組み立てでした。
児童の集中力を考慮され、リズムを大切にして指導をされている様子がよくわ
かりました。そのおかげで、どの子も不安なく取り組むことができていました。
そろばんの玉の入れ方や払い方、玉の読み方に迷っていた子に対しても、その
子のそばにいって指導をされ、子どもたちは納得した表情を見せていました。
子どもたちは、教えてもらった後にまた一生懸命に練習に取り組んでいました。
　そろばんの操作に慣れてくると「ご破算に願いましては」や「ご名算」など
のそろばん独特の「かけ声」やその意味も教えていただいたり、読み上げ算に
も挑戦したりして、どの子どもも、そろばんに慣れ親しむことができていたと
思います。45分という短い時間の中にたくさんの工夫が散りばめられていて、
定着度もたいへん高い授業だと感じました。
　授業終了後、児童たちからは「楽しかった。」「もっとやってみたい。」「家で
もやってみる。」という感想が出ていました。普段の計算や、電卓での計算には
ない「良さ」を感じることができたようです。１単位時間ではもの足りなく、もっ
と多くの時間をとることができれば、さらに幅広く教えていただくことができ
たかなと思います。
　本当にありがとうございました。
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広報部だより

下半期事業のご案内

平成30年度下半期検定試験日

合

格

お

め

で

と

う

平
成
30
年
度

●平成30年度新聞広告
　（期間：平成31年１月～
� ３月）

○山陽新聞　朝刊及び情報
　ウィークリー
　　全県面題字下
　　地方経済面題字下
　　全県面記事中広告）

●�本部ホームページをリ
ニューアルしています。
一度ご覧ください。

金
賞
は
次
の
と
お
り
で
す

　平成30年10月14日（日）
コンベックス岡山バンケット
ホールに於いて、２年生以下
の部60名・３年生の部54名
計114名の参加で開催されま
した。
　真剣な眼差しで臨み保護者
も見守る中満点や金賞を目指
して、かけ算・わり算・見取
算・見取暗算の４種目に腕を
競いました。

　競技の後フラッシュ暗算とビンゴゲー
ムをして、いろいろな景品を貰って元気
一杯の笑顔で楽しみました。
　表彰式では、金・銀・銅のメダルを掛
けてもらうと嬉しそうに、そしてまた誇
らしげに写真撮影。
　平成最後のちびっ子大会、良き思い出
となったことでしょう。
　今後の岡山県を代表する選手に成長す
ることを期待しています。

検定競技副部長　金光　恵

第
三
八
七
回
・
第
三
八
八
回
準
参
段
以
上
検
定
昇
段
者

第
三
八
七
回
（
珠
算
）

　

九
段　

伊
藤　

嵩
志
（
吉
備
）

　

七
段　

藤
井　

宏
夢
（
吉
備
）

　

六
段　

平
田　

翔
真
（
吉
備
）

　

五
段　

藤
野　

由
子
（
東
備
）

　
　
　
　

中
西　

彩
乃
（
岡
山
）

準
四
段　

磯
山　

光
希
（
備
南
）

　
　
　
　

大
熊　

悠
太
（
岡
山
）

　
　
　
　

下
山　

悠
太
（
賀
陽
）

　

参
段　

河
上　

七
登
（
矢
掛
）

　
　
　
　

矢
鳴　

真
衣
（
高
梁
）

準
参
段　

高
橋
佑
太
朗
（
賀
陽
）

　
　
　
　

小
野
仁
衣
奈
（
岡
山
）

　
　
　
　

大
深
真
莉
菜
（
岡
山
）

　
　
　
　

伊
達
虎
ノ
介
（
備
南
）

　
　
　
　

中
尾　

友
香
（
岡
山
）

　
　
　
　

門
田
こ
こ
ろ
（
邑
久
）

　
　
　
　

槙
野　

七
映
（
高
梁
）

第
三
八
七
回
（
暗
算
）

　

六
段　

安
信　

康
心
（
吉
備
）

　

五
段　

藤
野　

由
子
（
東
備
）

準
五
段　

伊
達　

美
宏
（
備
南
）

　
　
　
　

岡
信　

葵
衣
（
吉
備
）

　

四
段　

濱
口　

真
輝
（
備
南
）

準
四
段　

石
戸　

昇
真
（
美
咲
）

　
　
　
　

槙
野　

七
映
（
高
梁
）

　

参
段　

横
田　

烈
士
（
岡
山
）

　
　
　
　

三
宅　

立
晃
（
備
南
）

　
　
　
　

山
本　

麻
央
（
津
山
）

準
参
段　

鳥
越　

悠
汰
（
矢
掛
）

第
三
八
八
回
（
珠
算
）

　

七
段　

平
田　

翔
真
（
吉
備
）

　

四
段　

磯
山　

光
希
（
備
南
）

　
　
　
　

池
田　

詩
乃
（
岡
山
）

　
　
　
　

和
田　

唯
海
（
吉
備
）

　
　
　
　

横
川　

楓
果
（
岡
山
）

　
　
　
　

前
尾　

優
輝
（
岡
山
）

準
四
段　

平
島　

遼
成
（
美
咲
）

　
　
　
　

濱
口　

真
輝
（
備
南
）

　
　
　
　

松
島　

琉
歩
（
岡
山
）

　

昨
年
の
漢
字
は
「
災
」
で
し
た
。

岡
山
も
、
会
員
の
先
生
方
を
含
め
大

変
な
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
が
た
く
さ

ん
お
ら
れ
、
心
を
痛
め
た
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　

今
年
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
る

と
は
思
い
ま
す
が
、
希
望
を
持
っ
て
、

今
、
目
の
前
に
い
る
子
供
た
ち
の
成

長
を
願
い
、
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
珠
算
お

か
や
ま
」
も
、
皆
様
の
声
を
も
っ
と

反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
先
生
方
、
ご
協
力
を
ど

う
か
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
‼

�

（
Ａ
・
Ｔ
）

編
集
後
記

　

参
段　

岩
本　

愛
子
（
井
原
）

準
参
段　

沖　

真
里
奈
（
岡
山
）

　
　
　
　

岩
野　

侑
輝
（
美
咲
）

　
　
　
　

髙
山　

愛
佳
（
津
山
）

　
　
　
　

守
本　

陽
信
（
東
備
）

　
　
　
　

木
村　

吉
治
（
吉
備
）

　
　
　
　

田
場　

愛
梨
（
矢
掛
）

　
　
　
　

山
本　

麻
央
（
津
山
）

第
三
八
八
回
（
暗
算
）

　

八
段　

池
田　

慎
平
（
岡
山
）

　

六
段　

岡
信　

葵
衣
（
吉
備
）

準
六
段　

守
本　

陽
信
（
東
備
）

　
　
　
　

伊
達　

美
宏
（
備
南
）

　

四
段　

伊
藤　

綾
香
（
備
南
）

　
　
　
　

仲
岡　

優
大
（
高
梁
）

準
四
段　

横
田　

烈
士
（
岡
山
）

　
　
　
　

平
島　

颯
菜
（
美
咲
）

　
　
　
　

谷
沢
望
々
花
（
岡
山
）

　
　
　
　

秦　
　

愛
莉
（
東
備
）

　

参
段　

河
上　

七
登
（
矢
掛
）

　
　
　
　

小
野
田
巧
海
（
邑
久
）

準
参
段　

川
﨑　
　

星
（
矢
掛
）

　
　
　
　

大
熊　

悠
太
（
岡
山
）

　
　
　
　

中
西　

彩
乃
（
岡
山
）

平成30年度
優良生徒表彰式典
日　時：平成31年２月24日（日）
　　　　各地区開催
　※詳細は支部へおたずねください。

珠算指導者教養講座
日　時：平成31年３月30日（土）
会　場：「リンクステーションホール青森」
　　　　（青森市文化会館）

第389回
平成31年１月27日（日）
平成31年２月24日（日）

第65回全国珠算研究集会
日　時：平成31年３月31日（日）
会　場：「リンクステーションホール青森」
　　　　（青森市文化会館）

臨時総会開催
日　時：平成31年４月７日（日）
会　場：岡山県珠算会館
　※詳細は後日お知らせします

第390回
平成31年３月24日（日）
平成31年４月28日（日）

第391回
平成31年５月26日（日）
平成31年６月23日（日）

★
二
年
生
以
下
の
部
　
十
四
名

　

橋
本　

芽
依
【
満
点
】

　

星
住　

采
音
【
満
点
】

　

鈴
木　

文
都
【
満
点
】

　

泉　
　

翔
太
【
満
点
】

　

窪
木　

新
司

　

上
原　

大
知

　

渡
邉　

雄
大

　

森
井　

稀
美

　

渡
辺　

陽
南

　

秋
山　

博
音

　

西
森　

巧
真

　

草
野　

倫
樹

　

橋
本　

雅
典

　

渡
辺　

星
那

★
三
年
生
の
部
　
九
名

　

中
谷　

莉
子
【
満
点
】

　

大
山　

果
歩

　

佐
田
尾
百
桃

　

綱
島　

優
衣

　

田
中　

琉
生

　

大
池　

真
優

　

首
尾
木
清
花

　

大
月　

優
芽

　

水
戸　

悠
友

�

以
上
二
十
三
名

慶
事
お
祝
い

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
度
、
次
の
先
生
方

に
連
盟
か
ら
お
祝
い
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

い
つ
ま
で
も
ご
壮
健
で
、
益
々

ご
活
躍
下
さ
い
ま
す
こ
と
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。�

（
敬
称
略
）

　

岡
山
地
区　

塩
飽　

丸
光

　

矢
掛
地
区　

金
光
千
代
子

　

岡
山
地
区　

多
田　

照
子

　

岡
山
地
区　

近
藤　

悦
子

　

岡
山
地
区　

西
中　

俊
子

　

矢
掛
地
区　

山
野
恵
美
子

　

備
南
地
区　

川
口　

久
子

　

井
原
地
区　

平
川　

知
美

　

備
南
地
区　

柿
本
か
つ
よ

　

津
山
地
区　

片
岡
つ
や
子

　

津
山
地
区　

赤
堀
由
美
子

�

（
実
母
逝
去
）

�

（
平
成
三
十
年
十
月
）

米

　

寿

喜

　

寿

古

　

希

お

く

や

み

地
区
だ
よ
り

�

備
南
地
区　

光
吉　

将
之

　

12
月
２
日
（
日
）
平
成
三
十
年
度
備

南
地
区
珠
算
競
技
大
会
が
、
岡
山
市
南

区
箕
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
に
於

い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

備
南
地
区
に
構
え
伝
統
あ
る
各
々
の

教
室
よ
り
、
多
く
の
塾
生
が
日
頃
の
努

力
、
練
習
の
成
果
を
発
揮

す
る
恒
例
の
大
会
で
す
。

中
学
生
か
ら
小
学
生
低
学

年
の
子
供
た
ち
が
、
真
剣

に
大
会
監
督
の
指
導
に
耳

を
傾
け
、
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
、
問
題
を
解
い
て

い
く
様
は
み
ご
と
で
し
た
。

い
つ
も
指
導
者
と
し
て
接

し
て
い
る
私
達
も
採
点
の

ペ
ン
先
に
緊
張
感
を
走
ら

せ
る
も
の
で
し
た
。
競
技

終
了
後
の
成
績
発
表
で
は
、

一
喜
一
憂
す
る
子
供
た
ち
、
成
績
掲
示

を
写
真
に
収
め
る
保
護
者
の
姿
は
、
何

か
懐
か
し
く
も
あ
り
、こ
れ
か
ら
の「
そ

ろ
ば
ん
塾
」
の
指
導
に
対
し
て
、
と
て

も
大
切
な
も
の
に
触
れ
た
瞬
間
に
思
え

ま
し
た
。

「
備
南
地
区
珠
算
競
技
大
会
」

岡山県ちびっ子そろばん大会


